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ぐれるといふ轄度である。
4.考察以上2少年のポット試験車J泌を
比較考療するt亡、昭和~年の気象航般は稲作.に
とって好僚件の年であり、墾2:年は生背の初期
l'C.亭ヌがつピ雪、生育の初期より中期にかけて
は降雨が多心中期より後期は日照多〈、高i温
fcて稲作κ有利であった。との筑象傑件の差異
は試験結果に影解して居て、昭和2'2年は金量基
肥施肥と簿業肥料の分施との聞に相当の差異を
示したが、昭和23年に於ては、との差異が殆ん
ど認められなかうた。印ち、卒年の角証象311:態I'r:
於ては望議の分施はよ〈ないが、生育後期の集
象拡態が著し〈好い年に於ては窒素肥料の分施
が或る聴度初果を見せる。しかし、金量基肥施
肥以上の牧穫はあがってゐないのである。それ
から、金量基肥施肥に於てはj昆土加巴〈令居施
肥〉より表面施肥が僅かよくなってゐるd 従来
の普通移植栽培に於げる施肥法として全居施肥
をするととを奨働されてゐるが直情栽精に於て
は金居施肥をしなくて込よいやう(!~る。その
理由は、土援の理化学的賦態のキII~に基〈とと
が大きな原因をしてゐるのではないかと思はれ
る。次に、燐酸篤料の分施t亡就いては、金量基
肥施肥より 2問分施が、 2四分施より 3問分施
が廟吠I't:劣ヴてゐる。との結果は従来の学設と
一致してゐるのであって、或る農法では穂肥t亡
焼酸肥料4と施せと云つでむゐるが、それは聞怠っ
てゐるやうである。加m肥料の分施は費分の油
巣があるやうである。
5.摘聖水稲直情栽培の遁.iE1l:る施肥法
を確立するため、ポットにより試験を行ったの
である。前2少年〈昭和1().21年)は空業肥料
のみに就き実施したが、との試験〈昭和22.23 
年」では費紫肥料の外に燐酸、加盟肥料に就い
ても行った。その結果明かになりたt，ととは、
(1)全電基肥施胞に於ては、混土施肥 t全屠
施肥〉より表I買i施肥が僅かに優れた。IlPち、政
情栽暗に於ては全屠施肥の必要はないやうぞあ
る。
(2)噴京肥料の分施は、金量基-肥施肥より劣
るが、その結果の差は生育後期の天候が不良な
場合拡大で.良好な年科小であミ;0
(3)燐鍛肥料は分施の回数を士脅すに縫って結
果が悪い占 4 
仏):加里肥料に就いては殆んど差呉を認めな
いか、僅かによい棋犀である。
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1.研賓の結果 萎作の土嬢水分tて:関する
研究の課題は、多作生育め各段階陀於て必要と
する土県本分量を問明するととであれとれが
実際的には、その年の土壊水分献態と牧穫の重量
凶関係、平魅時に於ける多の生育とi説概の必要
時期との関係、多聞直情栽暗に於て、その水稲
の矯串期に水稲の発芽に必要なる土嬢水分と多
作生育に必要なる土嬢水;分との関係、夢作耕転
の械械化を採巡する場合t亡、機械の使用と土嬢
水分との関係等を解明するととである。をとで
脊 k はもとれ等諸問題内科学的な解明をたすた
め昭和16-17年の夢什よ U実験を開始し、爾来
4年tr.豆り実験を施行して*7たのeゆる。と L
I'C党づ昭和!6-17年の最初の実験結果を報侍し
爾後平日を草ね逐衣報告する鯵定である。
2.研賓の方法 研究の目的に従ひ.土嬢
水分のみを具にせる各試験区を作り実験を行令
た。その方法は次の如くである。
ホ・ツトー直径約13.tX-m，深さ約15.5cm，約
680加分のl反の磁器製ポット 土舗隆一当丹市
岡場の表土を風乾した品もの 1 本・~・F 当 2.2k宮
肥料一1jドツ b当棉実油粕を 4.5gr，木放盈
2gr 種類一線通F及び小差fk:て試験し、品種
は;様夢はコピンカタギ、，j、多は畠貯 嬬種-
11 月2(，日に各ポット~ 9'it.宛播種し、発芽後晴
引を=行ひ生背中腐のもの3本残した。 土嬢
水升ー土製7足分量の算定方法は、先づ使用土壇
〈当所開場の表土を風乾したるもの7の熔水量
(Bl単釘先制臨J沼電器第8鋭 113-118頁 1949) - ~õ-
を測定し、その飽和容水量を 100%として各%'
わ水分量を算定した。
容7]<.量算定係数約 O.48i1!i 使用土嬢重量X
0.4895=飽和水量飽和水道×各%=各形の
土嬢水分量 使用土壌重量 2.2kgの場合
30% = 338ce， 40% = 4fiOcc ， 50%手563cc，
sO" =6iocc， 70%= 'i8Rcc， 80% =9()1ω， 
90% =1013cc 
ζの土壌水分量にて、第1表に示す如〈土壊
水分a::縫夏した各試験区をつ<I:l保安、小差HL.
就き℃某織を施行じた。邸ち 1-7区は金生育
!ti閣を一定の土嬢水分、 1区は30%，2区は40
~， 3 区は5()~ ， 4区は605杉， 5区は70%，。
玄は10%，7庄はj(l広K保ちたる場合、 8-11
1玄は2J~至 4 週間毎に土嬢水分を!()%づ L 型軽夏
した。 8区は橋積後4週間を30，.;に保ち、後4
遁同毎I'C10%，づL増加し、最後を90%とじた。
第 1表試験区
9区は8区の反対の処理をし九日区は情種後
2遁簡を30%に保ち、後2週間毎I'Cllt%づ 1増
加し、生背中央期の2遡聞く2月19日-3月4
引をiJO.%となし、後2週明毎に1(l%づ L減少
し、最後の2週間を:30%とした。 11区は10区
の反対の処理をした。 管理一i主水は生省初
期は3日に 1回、順戎その回数を士宮し、高温
にして生育最も旺盛なる頃は1日1固とした。
i主水方法ばポットを秤量して減じた量を補給し
た。叉、多の生育期間中は天然の降氷からは遮
断し、夜間及び雨天の日はがラ見室内に入れ、
|海再iなき査聞はがラ貝室よむ網室に出L.tc。そ
して、生育過程.の毘錬は1週間毎に草丈、分醍
告と調査した。
3.研究の結果
(1)土壊水分と生育との関係各試験区の生
育賦態を調査せる結果は第2-5表に示す如〈
である。先サヘ練費Fの生育航態を
7f??11 12 I 3いI5 1 6 ¥ 7 ¥ 8 I 9 110 111 検討するに、査を生育期間を一定の土嬢水分にて保ちたる場合.第1
-7区に於ては、第6区 (80%】
の生育が最もどしそれよh士嬢
水分を減歩るに従ひ生育が砲くな
り、土嬢水分を10%，増した90%区
は分襲数が少な〈なってゐる。叉
生育期間中に土嬢水分を費化した
る場合、第 8ー 11区に於ゼは、生
育の初めを30%、終りを90%にし
た8区は、その反対の生育の初め
を釦%、終りを30%にした9区よ
りもよbよき生育をなLて居り、
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.生育の初・後期を30%、中央期を
90%にした10区と、その反対の生
育の初・後期を加%、~J;処期主30
第 2表 練奈生育調 査 【草丈cm)
1 2 3 4 5 6 7 H 9 
4.6 盛.9 6.4 5.0 Ci.l 5./) 6.5 4.7 6.8 ~.4 5.6 '1 
8.9 8.8 8.~ 7.7 8.1 9.3 9.1 R.6 9-.1 8.0 9.7 
8.9 9.4 10.4 1.7 10.0 10.6 11.0 8.6 10.長 8，2 11.盛
11.4 11.0 12.祖 11.2 12.2 13.0 13.1 11.2 12.7 1l.5 13.8 
11.6. 12.8 U.8 12.5 14.3 15，7 16.0 11.ft 15.8 1¥1.3 16.7 
13.0 13.'1 36.1 13.0 14.6 16.1 ]6.2 13.6 16.0 14.0 Hl.9 
13.3 1~.1 16.、]3.6 1/).6 】7.4 18.8 13.9 17.9 1長，3 18.9 
• 
- ['G-
• 
21 U.6 17.6 U.4 16.6 U.3 18.4 U.6 19.5 
28 ]3.8 15.1 17.6 H.S 16.6 18.9 19.6 16.1 18.7 16.0 19.7 
2 4 13.8 J5.3 18.1 ]5.8 17.9 20.lJ 20.1 16.6 19.8 1U.8 宮1.3
11 13.8 15.5 19.~ 16.0 17.9 21.8 21. 7 17.6 21.6 17.6 2:1.9 
18 13.8 15.5 19.7 16.1 18.2 1l2.3 1l2.2 17.7 21l.6 17.7 23.6 
25 13.R Hi.5 20.4 17.& 19.7 24.2 I!t.o 19.0 1l1l.6 18.8 23.8 
3. 4 13.8 11).2 1l1l.0 18.6 21.1 25.9 1l1.2 2;).3 ~0.3 25.8 
11 1'.5 lfL4 ~5.7 23.4 日5.0 28.6 IlR.1l 26.3 27.0 2，~.(l 28.0 
18 18.8 23.13 31.4 29.3 30.7 32.9 31.9 ‘33.0 30.1 30.0 30.3 
15 1l5.6 29.6 38.6 34.1l 37.7 39.9 38.7 40.5 35.8 37.0 36.9 
4. 1 27.6 34.4 1ー.7 37.1 41. 7 45.1 4!C3 45.2 40.:1 41.7 41.5 
8 32.1 37.7 4.4.5 41.9 17.4 51.' .52.3 50.8 盛6.3 47.5 40.5 
15 35.1 40.7 48.8 48.3 54.1 57.9 t;9.8 &5.9 li3.u 53.9 62.向
11 19.3 59.9 60.0 65.G 72.5 75.1 66.7 60.9 li5.6 67.7 
宮9 48.0 02.0 68.3 72.3 70.9 81.0 82.3 78.6 'rO.2 7o.2 73.9 
5. 0 6!1.2 62.8 68.3 'il.4 77.0 81.0 82.3 78.7 70.2 76.2 74.0 
13 52.2 62.9 68.3 7宮.4 77.0 81.0 82.3 78.7 70.2 79.2 74.0 
20 l肱 2 63.0 68.4 7<1.4 77.0 81.0 82.3 78.7 70.2 τ6.3 7晶.0
17 I .52・2 63.0 68.4 711.4 77.{) 81.0 82.3 7'3.7 70.2 7u.3 7盛.0
第 3表 裸多生育調査(分熊本〉
ゴ?予l1 2 3 4 b 6 7 8 9 10 11 
11. 17 3.0 3.0 8.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 
24 3.0 8.0 3.7 4_.0 4.7 6.3 4.7 3.0 4.7 3.3 5.0 
31 5.3 6.7 5.7 6.0 6.3 7.0 6.3 n.，0 時.3 6.'1 6.7 
1. 7 5.7 6.7 7.3 7.7 8.3 9.0 1.0 6.8 9.0 0.0 9.0 
14 7.0 8.3 9.0 9~0 9.3 9.7 8.3 8.3 9.0 8.3 9.0 
21 '8.3 8.7 9.3 9.3 9.S 9.7 9.3 9.0 9.0 8.7 9.3 
18 9.0 10.0 12.7 14，0 14.7 16.3 13.3 9.7 13.0 10.7' U:O 
Il. 4 由.0 11.0 15.0 17.3 1l0.0 1l3.0 20.3 15.7 1l1.3 13.7 21.7 
11 10.0 11l.0 17.0 19.7 21l.S 1l6.7 112.7 19.3 23.0 17-1 23.0 
18 10.0 11l.0 18.7 20.3 1l3.7 1l7.7 23.0 20.8 23.0 19.0 23.i 
25 10'.3 13.7 19.7 Ill. 'i 26.0 30.'i 26.7 温1.7 20.0 20.'i 日~~:i.・v
3. '" 12.0 U.O 21l.0 ~4 .0 29.3 33.3 2R..7 25.7 28.7 23.3 2';.0 
11 1378 14.0 1l1l.7 25.3 30、7 34.3 也9.'1 30.0 InI.O 26.3 28.0 
18 13.3 11.0 22.7 2:;.3 30.'l 34.3 29.7 30.0 29.0 Ilfi.3 28.0 司.
25 12.3 14.0 温0.0 21l.7 25.0 28.0 20.3 27.0 18.3 l'i .'l Ill白O
4. 1 12.3 13.7 17.3 19.7 2L3 23.1- 18.0 115.3 17.3 lG.3 20.3 
8 12.3 13.3 16.1 1(i.3 17.7 ]9.7 1(1.3 24.0 16.3 14.3 1!'!.3 
15 10.7 10.7 14.0 13.7 12.!:l 13.3 I 12.'1 14.3 8.7' 8.11 1宮.0
22 10.0 8.7 11.0 11.3 11.3 13.0 11.0 12.0 8.0 日.7 10.7 
2P 6.7 7.0 10.0 10.3 11.0 13.0 11.0 12.0 8.0 6.'i 9.3 
5. 6 0.0 6.3 9.7 10.3 11.0 13.0 1]，0 l~ .tO 8.0 0.7 9.3 I 
53F4183!140 
4o.1 I 46.0 
2271刷[加?
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第 4表 小型F生育調査く草丈l!rn)
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第 5表 小奈生育調査に分熊本〕
ゴ?211 2 いよ-~_ __I ~ -'_. ~ 7 1_8 1~_I~j工
12. 17 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 3.0 
2畳 3.0 3.0 3.0 3.0 4.3 4.3 4.7. 3.3 6.7 3.0 3.7 
31 -i.3 6.0 6.7 6.0 6.0 7.0 6.7 6.3 7. 'j 6.1 6.7 
1. 7 6.3 5.7 7.0 7.'1 8.3 9.3 日.3 8.0 10.3 8.0 9.'1 
1晶 8.0 8.S '，8.7 由.0 9.σ 10.0 9.7 9.7 10.3 9.γ 
21 8.'1 8.3 9.3 9.3 9.0 10.7 10.3 9.7 1'J.3 9.7 10.0 
28 9.3 9.0 11.7 12.7 11.3 14.3 14.7 1l.7 16.0 13.3 15.0 
2. 4 9.7 9.3 14、8 13.7 ]3.3 10.3 18.3 16.3 11 0 H.O ]8.0 I 
11 10.3 10.'i 1'1.7 17.1 16.0 22.0 22.0 17.0 24.3 15.0 2:1.7 
]8 10.3 11.0 18.0 18.3 17.0 祖8.7 23.0 19.7 26.3 19.0 24.0 
2o 1] .n 11.7 20.3 19.7 19.7 27.3 2u.0 24.0 包9.0 22.3 26.0 
3. 4 11.3 11.7 22.7 21.0 22.7 30.0 29.0 日6.7 31.0 24.3 27.0 
11 12.0 12.3 24.:1 23.S !.I4.0 31.3 31.字 包8.7 31.0 24.3 28.0 
く118) -33 - べ
18 12.0 12.3 2".3 23.3 24.0 31.3 31.7 28.'1 31.0 由0.0 U.O 
26 11.'1 12.0 22.7 :n.3 却に0 26:1 26.0 26.3 2'.3 18.7 26.(1 
•. 1 1.'3 11. 7 20.0 18.7 19.0 24.3 23.0 24.3 23.3 17.0 23.8 
8 10.3 11.7 111.3 18.0 16.3 lfL7 20.7 23.γ 20.7 /11.3 20.7 
16 9.0 9.1 llJ.'/ 16.7 9.2 9.7 11.7 1':1 10.7 10.3 12.0 
1I2 8.0 9.0' 11.7 10.0 9.3 0:1 11. 7 U.'I lO.'o 10.3 11.0 
29 7.7 8.7 10.0 9.7 9.0 9.7 11.7 13.3 10.0 10.3 11，0 
5. 6 7.0. 8.0 10.0 0.7 9.0 9:1 1I.7 13.0 10.0 10.3 11.0 …T i120 11231243 総 .3 24.0 31.3 ぺ刷|目。I:・ 3
有放t分%襲3古島 68.3 I 66.0. I n.2 4.1.6 3'1.6 31.0 3s.9 I 4.6.3 I 3~.3 I 42.4. 39.3 
%にL1tH区とは、前者の10区の方は後期の生
育がよし後者の11区の~IJは初期の生育が旺.. 
-である。戎に小委の生育賦贈を検討するに、大
体操奈の生育~;;態と似て居るが、'!tl:裸夢のJi
は7区(90%)よりも 6区(80%)品生1専が良かっ
たが、小型Fのカ・1は6区〈別%)よりも 7区 (90
%)の生曹が良好であったのである。
瓦吉旦哩竺|1 一
本 事k 6.0 
得 長 (cm') 36.d 
稽 長tCIn】 3.11 
粒 • 233 
1 智弘 粒 .. 311.8 
粒 . .. (gr) ， 6.11 
1的O粒...(gr) 26.24 
縫乾物;tt量 (gr) 12.8 
粒.量l総事E物E重量 0.48 
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の土嬢水分をヨシ且タシトに保ちたる場合、
練費Fは6区〈加%)、 IJ、奈は7区〈鋭1%)の牧
量が最も多しそれよ b土壌水分が械やる陀
従ひ』枚量が減少して居り、裸夢の7区 (90%)
は6区(80%)より牧量が少いのである。択t亡、
8-11区の生育期聞に土壌水分を費夏じたる場
合、裸夢も小葬も同ーの傾向を示して居!J. 8 
区の生育のはじめを加%、順次場加して終りを
!iO%にIたのは、 9区の 8区の反対をしたのよ
りもより多〈の牧量をあ!デた。叉、生育の初・
後期を3(・%、中央明を加%陀した10区は、その
反対の処理をt"1と・l区よりも牧量が少たかった
のである。
4.考 察との研究陀於て明かになった結
果を考察するt亡、多作の生育期間中lを士.嬢水分
Sヒコン R タシトに保持したる場合、裸重F陀於て
ほ飽和水量の80%、小委に於ては9()%が最も生
育よし牧量が多かったのでめる。最適土嬢水
分は練費J.(80%)、小~C!lO%或はそれ以上下育英
り、小委は楳奏よりも最適の生育をするにはよ
り多〈の土嬢水分を必要とする。従って、排水
不良陀て漁潤なる耕地I'q修作を作付ける場合に
は裸多より小委の方が遁当じて居ると云へる。
衣κ、多作の生育期間中土壌水分を型化したる
場合に認められるととは‘生育前期よりも生育
後期に土壌水分を増加した方がよりよい生育、
より多〈の牧量をもたらした。生育全期間を
何一土嬢水分陀て保持して最高の牧量をあげた
る練費~80%区、小多，90，~匹占 P も、むしろ生育
初期を30%になし順衣陀増加して生育末期を9υ
%に完工した1iがより多〈の肱量をもたらした。
従って.生1当初期より成熟期に低土襲水分〈苧
魁)賦離にある事が牧量を減少せしめる原因で
ある故、或熟期陀乾燥朕態たる場合にはむしろ
i掃海を行ふ必要があ・るのである。吾が研究を行
ってゐる水稲多聞直槽栽培は普通夢作の出穂当
時、或は其の後に~間i'L.幡種ずるのであるか
ら、其の当時に土援が乾悌Lてゐて水輔の発事F
に困難たる献態にあるときは流水泳瓶生行へは
宜敷ししその流水機概が葬作に好結果をもた
らしても悪影響はもたらさたいのである。叉、
多作競転の機械化を行ふ陀当りては、土壊が乾
燥~^態にあれぽ機織の算用が容易に行はれるの
である。したがって、新者は生育1の初期に行は
れるペぎものであるため、耕転の機械化は何等
矛盾するとどなく行はれ得るのである。
5.摘要様多と小委の生育と土猿水分ど
の関係を間明せんがだめに実験を行ったととろ
ニ火の結果を得たのである。
(1)三十.嬢水分を金生育期間中コンスタントに
1たる場合、練費Fは向和水分量の80%、小委は
90%が最も生育、牧量がよかった。そして、そ
れより土嬢7.J<.j去をと減少吃る場合は減少するκ従
ひ生育、牧量が劣って来た。 I
(2)生育初期より成熟期に土壌水分が櫓加す
る:IJ・が、よりよい生育、より多〈の牧量をもた
らした。 、
¥.3)生育初期に乾燥献態、順毛穴11".土嬢水分を
惜し成熟期陀漁潤航路にせiる区民、金生育期
間土壊水分をコンスタント陀保持して最高の牧
量をあげたる襟参加%区、小型~90% 区よりもよ
り多〈の牧量をあげた。
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